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Well-ｂeing（ウｪルビーイング）について 
 

ウェルビーイングとは 
 

〇身体的･精神的･社会的に良い状態にあることをいい､

短期的な幸福だけでなく、生きがいや人生の意義など

の将来にわたる持続的な幸福を含む概念 

〇多様な個人がそれぞれ幸せや生きがいを感じ、個人を

取り巻く場や地域、社会が幸せや豊かさを感じられる

良い状態にあることも含む包括的な概念 
 

のことです。 

こうした言葉がクローズアップされてきた背景に

は、経済先進諸国において、ＧＤＰに代表される経済

的な豊かさのみならず、精神的な豊かさや健康までを

含めて幸福や生きがいを捉える考え方が重視されて

きていることによります。 
 

今が楽しい（個人･現在） 
↓ 

これからの将来に希望を持てる（個人･将来展望） 

↓ 

クラスや地域の人の幸せを願う（社会･共生） 

↓ 

この町・学校・世界を良くしていきたい 

（利他性･公共･持続） 
 

というように、個人から社会に対してのウェルビーイ

ングを望むようになることを深化と捉えています。 

 ところで、「文化と幸福」については、日本と欧米

の考え方は異なると言われています（右表）。 

獲得的幸福観（人生の満足感）を尺度として調査を

すると、日本は得点が低くなりますが、協調的幸福観

を尺度として調査をすると、平均値が変わらなくなり

ます。そこで、日本では社会や文化的背景を踏まえ、

自己肯定感や自己実現などの獲得的な要素と、人との

つながりや利他性、社会貢献意識などの協調的な要素

とのバランスを取り入れ、日本社会に根差した「調和

と協調」に基づくウェルビーイングを向上させていく

という方向性を打ち出しています。 

 

１ 

日本的幸福 欧米的幸福 

〇幸福の「陰と陽」 

〇他者とのバランス 

〇人並み志向 

〇周り回って自分にも幸せ

がやってくるという信念 

〇個人の自由と選択 

〇自己価値の実現と自尊心 

〇競争の中でもまれる 

〇それらが翻って社会を

豊かにするという信念 

↓ ↓ 

協調的幸福観 獲得的幸福観 

□自分だけでなく、身近な 

まわりの人も楽しい気

持ちでいると思う 

□大切な人を幸せにして

いると思う 

□平凡だが安定した日々

を過ごしている 

□私の人生は、とてもすば

らしい状態だ 

□大体において、私の人

生は理想に近いもので

ある 

□これまで私は望んだも

のは手に入れてきた 

学校教育では、 

自己肯定感/心身の健康/幸福感/社会貢献意識/学校

や地域でのつながり/自己実現/安全安心な環境/多様

性への理解/利他性/サポートを受けられる環境 

といった教育に関連するウェルビーイングの要素に

ついて、様々な教育活動を行いながら展開し、 
 

〇自分にはよいところがあると思う 

〇将来の夢や目標を持っている 

〇授業の内容がよく分かる 

〇勉強は好きだと思う 

〇学級をよくするために互いの意見の良さを生かして 

解決方法を決める 

〇地域や社会をよくするために何かしてみたいと思う 

〇先生は自分のいいところを認めてくれる 

〇困りごとや不安がある時に先生か学校にいる大人に 

いつでも相談できる 

〇自分の幸福感や友人関係の満足度がある 

〇自分と違う意見について考えるのは楽しい 

〇人が困っているときは進んで助けている 
 

などが、育つようにできればと考えています。その

ような教育活動の一部が移動教室や修学旅行です。 
 

 



 
 
 
 

 
 
 

 

 

移動教室 
令和７年６月２９日（日） 

～ 

７月１日（火） 

 

 

   

 

味わおう 
自然を味わおう 

仲間との生活を味わおう 

今この瞬間を味わおう 
 

   

   

 
 

  

 
 
 
 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

   

 

Make our 
best memories 

 

歴史と未来を結ぶ 

 

学びと絆の旅路 
 

  
 

 

修学旅行 
令和７年７月１日（火） 

～ 

７月３日（木） 
 

   
 

 

今日は良い日だ。悪い日だと比べるのではなく、一日一日が好日となるよう、自分自身と向き合い、日々大切に過ごしていきましょう。 

妙心寺 698世 第３６代管長 


